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クレオール的有機農業
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自然農法的栽培

Å当初から鶏糞を使用して
いたが5年目にしてほ場内
の栽培は無肥料に

Åこぼれ種を利用して秋冬
の葉物（アブラナ科）野
菜を栽培/自生栽培

Å育苗において限定的に鶏
糞を利用



自家採種

Å2023年１２３品種を採種

Å春のアブラナ科は交雑防
止のため寒冷紗設置

Åナス科も同種がある場合
は原則ほ場を隔離

Åウリ科は消費者に協力し
てもらいタネの回収



風土適用
育種

Å変異株の選抜（砂紅）

Å交雑野菜の新品種化（白沢）
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混植草生栽培

Åコンパニオンプラン

ツ（夏ネギ×枝豆）

Å草生栽培（管理され

たモザイク状栽培）

Å草を緑肥、腐植とし

て利用































N₂+3H₂→2NH₃



作物が栄養を吸収する仕組み

Å根は分子結合のままでは吸収が難しくイオン化が必要。

Å化学肥料は水に溶けることでイオン化。液体肥料はそ

れも省略するので即効性がある。

Åつまり、水に溶けやすい形に生成することで化学肥料

として利用できる。

有機農業は、土壌中にある腐植≒栄養素を

土壌菌が分解してイオン化。しかし時間がかかる？



農業の近代化に影響を与えた人物
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タネの種別

Å在来種：農家が自家採種してきたタネ（Heirloom Seed）

他家受粉植物は交雑して変化していることも多い。

Å固定種：タネ屋が形質を固定（ Open Pollinated  Seed）

  特性を固定し、受粉を自然に任せる。自家採種

                できるが「登録品種（PVP）」は禁止期間がある。

ÅF1種   ：異品種をかけあわせて作った雑種（First Filial

Generation/Hybrid Seed ）

ÅGM種 ：遺伝子組み換えされたタネ（Genetically Modified

Seed）



近年のタネに関する法制度の流れ

Å Ộẵ ếᴟ◦כ （2017年5月）、施行（同年8月）

→※8 条 4 項「…都道府県が有する種苗の生産に関する知見の
民間事業者への提供を促進すること。」。

Å主要農作物 ◓ 廃止（2018年4月）

Å 改正（2018年12月）、施行（2022年4月）

Å栃木園奨励品種の優良な種苗の安定供給に関する条例（いわゆ
る ◓ ）公布（2019年10月）、施行（2020年4月）

→内容的に、種子法を踏襲したものではなく、農業競争力強化
支援法を後押しするような内容となったため批判の対象に



自家採種は
10秒の壁？

誰かがやり始め、成功

すれば、そのに続く者

が増えていく

そのための成功体験が

必要

自家採種仲間を増やし、

集合としての成功体験

を作る



自家採種において重要な
タネを含む生物の２大法則

①ЮрДиχ （1865）

→親から受け継いだ遺伝情報によって個体は規定

②Ѝ˔ϳϰрχ יּ χᾖ （1869）

→遺伝情報がランダムな変異を起こし、環境により有利
な形質が選ばれるという二つの偶然がタネの形成に関与
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Åそもそも、人類にとってタネをとるということは生き
ることであった。経済によって分業化が進み、その意
義をほとんどの人が認識できないレベルにまでなって
しまった。

Å地球上のいたるところで自家採種する者がいなければ
定住することもできず、より良い食料を確保する営み
も進まなかった。

Å農家同士のネットワーク形成を可能にし、タネの自給
体制を補完しあってきた。

Å自家採種を自己責任にせず、社会及び市民活動の一環
として考えることができるはず。

Å時代を超えて情報（遺伝、環境）を伝達する。儲けの
ための品種改良ではない在来種や固定種はその栽培技
術をも伝え合うと尚良い。



在来種の特徴からヒントを
得た栽培理論

葉物やカブなどすじ播きにおいて、在来種に混
在する早生・中生・晩生といった個体差を利用
し、生育の早いものから収穫を始める方法。生
育が遅いものを取り除くという間引き＝廃棄で
はなく、先行して収穫できそうなものから間引
き＝収穫して、長期間出荷を目指す。作物を商
品と考えるのではなく食料と考える。

有機農業の格言ˮḧԏΦ∂Τϣ κϘπ˯



在来種の特徴からヒントを得た栽培図

クレオール式：
先行して大きくなった株を間引いてスペースを確保することで、生
育の遅い株のために育ちやすい環境をつくり出し、長期収穫を目指
す。理想は栽培したものすべてが食料になること。

通常、良い商品を作るため生育の良い株を残し、それ以外は間引い
て廃棄する。収穫期間が短くなり、来たるべき食料を失うことに。



在来種の特徴からヒント
を得た栽培のポイント

Åすじ播きの播種間隔を適切に調整する。

Å播種時期を守る。

Å生育が遅い原因をきちんと考える。

Å採種の場合、固定種化するかどうか。



有機農業の多品目少量栽培において
小規模農家（小農）であるとは？

Å自給自足の生活を基本としつつも、 仕事・サー
ビスとして地域自給を担う存在（自立互助の精
神）

Å本来、いざという時でも「稼がないといけな
い」ではなく、「食いっぱぐれない」という生
き方

Å生活全般が自然暦に準じており、健やかな生き
方を求めることが可能
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